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◯Na～Csの金属空気電池を同一条件で系統比較
◯超酸化物MO2(M=Na～Cs)の可逆な生成・分解を確認
◯Rb+(1.52Å)が大きなO2

－と安定なイオン対形成
◯非水系Rb電解液で安定な充放電を実証
◯クーロン効率はRb 88%＞K 75%＞Na 74%
◯DFT計算でもRbO2の安定性を確認

◯ルビジウムの利用により、最も安定な放電生成物RbO2を得た
◯RbO2の水分・CO2に対する高い耐性をDFTから予言
◯50サイクル後も容量を維持

常識を覆す重アルカリ金属を用いた次世代蓄電池

発明の概要

想定される用途

大気中のO2で動く高容量電池
放電生成物の安定性が寿命の鍵

◯高エネルギー密度の次世代蓄電池
◯ドローン/UAV/長距離EVなど高エネルギー密度用途
◯宇宙空間用など特殊用途、定置用蓄電等

発明の名称 ：空気電池及び硫黄電池
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4MO2 + 2H2O + 4CO2 → 4MHCO3 + 3O2

金属空気電池：研究開発の歩み

◯アルカリ金属イオン径を最適化
◯ルビジウム(Rb)イオンを利用
◯最安定なRbO₂で長寿命化を実現
◯理論エネルギー密度 570 Wh/kg

本研究：重アルカリ金属の利用

充放電試験

分解反応のギブズエネルギー変化

R. Fujimoto, R. Tatara* et al., J. Am. Chem. Soc. 2025, 147, 8, 6747–6752.


	スライド 1

